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発生動向総覧

＜第22週コメント＞6月9日集計分
◆全数報告の感染症
注意：これは当該週に診断された報告症例の集計です。しかし、迅速に情報還元するために期日を決めて集

計を行いますので、当該週に診断された症例の報告が集計の期日以降に届くこともあります。それらにつ
いては一部を除いて発生動向総覧では扱いませんが、翌週あるいはそれ以降に、巻末の表の累積数に
加えられることになります。

※感染経路、感染原因、感染地域については、確定あるいは推定として記載されていたものを示します。

1類感染症
報告なし

2類感染症
結核345例

3類感染症
細菌性赤痢4例 感染地域：三重県2例、滋賀県1例、インドネシア1例
腸管出血性大腸菌感染症92例（有症者52例、うちHUS なし）

感染地域：国内92例
国内の感染地域：三重県56例*、埼玉県7例、広島県6例、福岡県

3例、兵庫県2例、山口県2例、熊本県2例、福島
県1例、茨城県1例、群馬県1例、千葉県1例、東
京都1例、大阪府1例、和歌山県1例、徳島県
1例、大分県1例、宮崎県1例、鹿児島県1例、不
明3例
*うち55例は三重県の複数の学校（中学・高校）
における集団感染

年齢群：1歳（6例）、2歳（2例）、3歳（1例）、4歳（1例）、5歳（1例）、
8歳（3例）、9歳（1例）、10代（48例）、20代（7例）、30代

（9例）、40代（1例）、60代（8例）、70代（4例）
血清型・毒素型：O157 VT2（ 65例）、O157 VT1・VT2（ 8例）、

O121 VT2（5例）、O26 VT1（4例）、O111 VT1・
VT2（2例）、O157 VT不明（2例）、O26 VT不明

（1例）、O91 VT1（1例）、O111 VT1（1例）、
O157 VT1（1例）、その他・不明（2例）

累積報告数：594例（有症者360例、うちHUS 15例．死亡1例）
4類感染症

A型肝炎4例 感染地域：埼玉県1例、広島県1例、鹿児島県1例、中国/タイ/ベト
ナム/カンボジア/ラオス1例

累積報告数：227例〔劇症肝炎6例＿年齢群：40代（1例）、50代
（3例）、60代（2例．うち死亡1例）〕

＊第10～22週の累積報告数は196例（劇症肝炎5例、うち死亡
1例）となり、都道府県別では、福岡県26例、東京都25例、広島
県23例、兵庫県14例、埼玉県11例の順に多い。

つつが虫病9例 感染地域：福島県4例、新潟県2例、青森県1例、秋田県1例、山形
県1例
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デング熱1例 感染地域：フィリピン
日本紅斑熱1例 感染地域：熊本県
レジオネラ症11例（肺炎型11例）

感染地域：愛知県2例、北海道1例、茨城県1例、栃木県1例、長野
県1例、岐阜県1例、静岡県1例、兵庫県1例、徳島県
1例（温泉）、国内（都道府県不明）1例

年齢群：50代（1例）、60代（7例）、70代（3例）
レプトスピラ症1例 感染地域：パラオ＿感染源：河川

5類感染症
アメーバ赤痢12例（腸管アメーバ症12例）

感染地域：東京都3例、大阪府1例、兵庫県1例、香川県1例、国内
（都道府県不明）2例、シンガポール1例、インド1例、国
外（国不明）1例、国内・国外不明1例

感染経路：経口感染3例、性的接触5例（異性間2例、同性間2例、
異性・同性間不明1例）、経口感染/性的接触（異性・同
性間不明）1例、その他3例

急性脳炎1例 病原体不明＿年齢群：10代
クロイツフェルト・ヤコブ病2例

孤発性プリオン病古典型2例
劇症型溶血性レンサ球菌感染症2例

年齢群：80代（2例）
後天性免疫不全症候群14例（AIDS 5例、無症候9例）

感染地域：国内10例、ナイジェリア1例、国内・国外不明3例
感染経路：性的接触13例（異性間3例、同性間10例）、不明1例

ジアルジア症2例 感染地域：インド1例、国内（都道府県不明）1例
梅毒6例（早期顕症I期1例、早期顕症II期3例、晩期顕症1例、無症候1例）
破傷風3例 年齢群：60代（1例）、70代（2例）
バンコマイシン耐性腸球菌感染症1例

遺伝子型：不明＿菌検出検体：胆汁
風しん3例（検査診断例2例、臨床診断例1例）

感染地域：滋賀県1例、徳島県1例、国内（都道府県不明）1例
年齢群：15～19歳（1例）、20～24歳（1例）、40代（1例）

麻しん8例〔麻しん（臨床診断例4例）、修飾麻しん（検査診断例4例）〕
感染地域：国内8例
国内の感染地域：千葉県2例、神奈川県2例、東京都1例、京都府

1例、国内（都道府県不明）2例
年齢群：0歳（2例）、1歳（2例）、20～24歳（1例）、35～39歳（1例）、

40代（1例）、60代（1例）
累積報告数：227例〔麻しん（検査診断例86例、臨床診断例73例）、

修飾麻しん（検査診断例68例）〕

（補）他に2010年第21週までに診断されたものの報告遅れとして、E型肝炎1例（感染地域：北海
道＿感染源：不明）、つつが虫病1例（感染地域：新潟県．死亡）、髄膜炎菌性髄膜炎1例

（70代、感染地域：愛知県）、バンコマイシン耐性腸球菌感染症3例〔遺伝子型（菌検出検
体）：VanB 1例（尿）、VanC 1例（胆汁）、遺伝子型不明1例（尿）〕などの報告があった。
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インフルエンザ
定点当たり報告数は微増した。都道府県別では山口県（1.17）、山形県（0.54）、岩手県（0.44）、
長崎県（0.36）、沖縄県（0.31）、岐阜県（0.25）、三重県（0.25）が多い。
小児科定点報告疾患
RSウイルス感染症の報告数は241例と増加した。年齢別では1歳以下の報告数が全体の約69%
を占めている。
咽頭結膜熱の定点当たり報告数は第19週以降増加が続いている。都道府県別では広島県

（0.93）、石川県（0.79）、滋賀県（0.75）、大分県（0.72）が多い。
A群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり報告数は増加した。都道府県別では山形県（5.1）、
石川県（3.8）、埼玉県（3.6）、新潟県（3.3）が多い。
感染性胃腸炎の定点当たり報告数は2週連続で減少したが、過去5年間の同時期（前週、当該
週、後週）と比較してやや多い。都道府県別では福井県（13.8）、大分県（13.6）、長野県（11.1）
が多い。
水痘の定点当たり報告数は減少した。都道府県別では宮崎県（3.44）、佐賀県（3.13）、新潟県

（2.90）が多い。
手足口病の定点当たり報告数は第19週以降増加が続いており、過去5年間の同時期と比較して
かなり多い。都道府県別では山口県（9.2）、愛媛県（8.3）、大分県（4.8）、福井県（4.7）、宮崎県

（4.6）が多い。
伝染性紅斑の定点当たり報告数は増加した。都道府県別では福井県（1.77）、神奈川県（1.51）、
千葉県（1.45）が多い。
百日咳の定点当たり報告数は増加した。都道府県別では栃木県（0.36）、沖縄県（0.32）、千葉県

（0.21）、広島県（0.21）、東京都（0.20）が多い。
ヘルパンギーナの定点当たり報告数は第19週以降増加が続いている。都道府県別では宮崎県

（3.92）、福岡県（2.42）、徳島県（2.17）が多い。
流行性耳下腺炎の定点当たり報告数は増加し、過去5年間の同時期と比較してやや多い。都道
府県別では石川県（3.93）、福島県（3.38）、山口県（2.96）、富山県（2.62）が多い。
基幹定点報告疾患
マイコプラズマ肺炎の定点当たり報告数は増加し、過去5年間の同時期と比較してやや多い。都
道府県別では埼玉県（3.89）、青森県（3.00）、宮城県（1.75）が多い。

◆定点把握の対象となる5類感染症
全国の指定された医療機関（定点）から報告され、疾患により小児科定点（約3,000カ所）、インフルエンザ（小
児科・内科）定点（約5,000カ所）、眼科定点（約600カ所）、基幹定点（約500カ所）に分かれています。また、定
点当たり報告数は、報告数/定点医療機関数です。
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本年の数値�
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青のバーで示す本年の定点当たり報告数が赤のラインを超えているときには、過去5年間の週と比較し
てかなり多いことを示す。
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◆百日咳

百日咳は、好気性のグラム陰性桿菌である百日咳菌（Bordetella pertussis）の感染を原因とす
る急性の呼吸器感染症である。特有のけいれん性の咳発作（痙咳発作）を特徴としており、母親
からの移行抗体が有効に働かないために乳児期早期から罹患する可能性があり、ことに百日咳

（P）ワクチンを含んだDPT三種混合ワクチンを接種していない生後6カ月以下の乳児が罹患した
場合は、未だに死に至る危険性がある疾患である。百日咳はこれまで乳幼児を中心とした小児
で流行する疾患とされてきたが、最近では小児科定点報告疾患であるにもかかわらず20歳以上
の成人例の報告数が年々増加してきており、かつての乳幼児を中心に流行する疾患と呼ぶには
相応しくない状況となりつつある。成人の発生例は咳が長期にわたって持続するものの、乳幼児
にみられるような重篤な痙咳性の咳嗽を示すことは稀であり、症状が典型的ではないために診
断が見逃されやすく、感染源となって周囲へ感染を拡大してしまうこともあり、注意が必要であ
る。治療薬としてはマクロライド系抗菌薬が第一選択であるが、セフェム系が処方されることもあ
る。早期に抗菌薬を処方すれば、症状の軽減と菌排出期間（無治療の場合は3週間前後）の短
縮が期待できる。

感染症発生動向調査では、全国約3,000カ所の小児科定点からの報告数に基づいて百日咳の
患者発生状況の分析を行っている。2010年第22週の週別の患者報告数は214例（定点当たり報
告数0.07）となり、前週（第21週）の報告数（145例）を大きく上回った（図1）。都道府県別では、東

注目すべき感染症
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図1. 百日咳の年別・週別発生状況（2000～2010年第22週）
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京都30例、千葉県27例、神奈川県24例、栃木県17例、広島県15例、福岡県11例、沖縄県11例、
埼玉県10例、兵庫県8例の順となっており、関東地域を中心に報告数の増加がみられているが、
広島県、福岡県、沖縄県からの報告数も大きく増加している（図2）。2010年第1～22週までの累
積報告数は1,913例であり、男女別では男性40.7%（778例）、女性59.3%（1,135例）と女性の報告
割合が高く、0歳児では男性の報告割合が高いものの、20歳以上では女性の報告割合が60%以
上を占めている。年齢群別では、20歳以上53.1%（1,015例）、0歳9.7%（186例）、1歳5.0%（95
例）、2～3歳8.1%（155例）、4～5歳7.1%（135例）となっている。小児科定点からの報告であるに
もかかわらず、20歳以上の報告割合が年々増加し、2010年では半数以上となっているが、19歳
以下で最も多数を占めているのは0歳児である（図3、図4）。
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感染症情報センターでは、成人層を中心とした患者発生状況の実態をより明らかにすることを
目的として、2008年5月から「百日咳DB：全国の百日咳発生状況」（http://idsc.nih.go.jp/disease/
pertussis/pertu-db.html）を立ち上げ、感染症発生動向調査とは別に解析を行っている。2008年
5月8日から2010年3月12日までに同DBに報告された779例（後に百日咳を否定された2例を除く）
においても同様に、20歳以上の報告数が多くを占めている（http://idsc.nih.go.jp/disease/pertussis/
DB/s-100331.pdf）。

百日咳は、現在でもワクチン未接種の乳児が罹患した場合には重症化が危惧され、かつては
乳幼児を中心に夏季に流行する疾患であった。しかし最近では、成人層の患者発生の割合が
年々高くなってきており、2010年には半数以上を占めるに至っている。その現状を明らかにする
ためには、現在の小児科定点による発生動向調査では不十分であると言わざるを得ない。また、
既に米国等では思春期から成人層への百日咳対策としてワクチンの追加接種が実施されており、
我が国においても早急に検討が必要と思われる。現状のままで何等有効な対策が講じられな
ければ、今後は成人層を中心とした百日咳の流行が毎年継続的に発生し、それによってワクチ
ン未接種の乳児への感染機会も増加することが懸念される。百日咳の今後の発生動向には注
意が必要である。
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◆腸管出血性大腸菌感染症（2010年6月9日現在）

2010年の腸管出血性大腸菌感染症報告数は、第19週までは10～30例前後の報告が続いて
いたが、例年同様に第20週から増加し始めた。第20週51例、第21週52例と50例を超え、第22
週は92例であった（図）。本年第22週までの累積報告数594例は、2000年以降の各年同期間の
累積報告数と比較して2001、2002年に次ぐ3番目に多い報告数である（2000年499例、2001年884
例、2002年599例、2003年365例、2004年507例、2005年481例、2006年502例、2007年571例、
2008年582例、2009年536例）。

第22週に報告のあった92例は、有症状者が52例（57%）、無症状病原体保有者が40例（43%）
であった。都道府県別にみると、三重県（54例）、埼玉県（7例）、広島県（6例）からの報告が多
かった。第22週から三重県内の高校・中学校において、O157 VT2の集団感染が発生しており、こ
れまでに生徒、教師、給食調理員から計55例の感染が報告されている。翌第23週にも感染者は
さらに増加する見込みである。また、埼玉県では同一保育園の園児からO121 VT2の感染が
4例報告されている。性別では男性60例、女性32例であり、年齢群別では10～19歳48例、0～9
歳15例、30～39歳9例の順に多かった。

第1～22週の累積報告数594例についてみると、報告の多い都道府県は、三重県（56例）、東
京都（52例）、兵庫県（43例）、福岡県（40例）、北海道（37例）であり、性別では男性291例、女性
303例、年齢群別では0～9歳137例、10～19歳と20～29歳が各114例の順に多い。第12～14週
に北海道の施設内でO157 VT1・VT2による集団発生も報告されており、感染者は28例で、そ
のうちの1例が溶血性尿毒症症候群（HUS）を発症している。また、第20～21週に兵庫県の飲食
店においてO157 VT2による食中毒が発生し、12例の感染者が報告されている。HUSは計15
例報告があった。男性8例、女性7例で、年齢群別では0～4歳が9例、10～14歳が2例、15歳以
上が4例であった。死亡例は1例（90代男性、O157 VT1・VT2、HUS発症なし）報告されてい
る。
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今後、毎年本症が数多く発生する夏季を迎えるにあたり、その発生動向には注意が必要であ
る。食肉の十分な加熱処理などにより、食中毒の予防を徹底するとともに、手洗いの励行などに
より、ヒトからヒトへの二次感染を予防することが重要である。

（補）菌の検出状況については、http://idsc.nih.go.jp/iasr/prompt/graph-lj.html をご参照ください。



◆手足口病患者から検出されているエンテロウイルス　2010年
エンテロウイルス71型（EV71）は、過去1997、2000、2003、2006年と3年周期で増加を繰り返

している。2009年の報告は少なかったが、2010年に入ってからは例年より早い時期に検出され
ており、第21週までに広島県、愛媛県各12件、大分県10件、大阪府8件、山形県7件、愛知県
6件、栃木県、奈良県、鳥取県各4件など西日本を中心に21府県から86件の検出が報告されてい
る。このうち、手足口病患者から72件、無菌性髄膜炎患者から4件、ヘルパンギーナ患者から
1件が検出されている。

11
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病原体情報

Ministry of Health, Labour and Welfare / National Institute of Infectious Diseases

（2010年6月10日現在報告分）

＊グラフはIASRホームページ（http://idsc.nih.go.jp/iasr/index-j.html）からの引用です。
国立感染症研究所・感染症情報センターには各都道府県市の地方衛生研究所（地研）から「病原

体個票」と「集団発生病原体票」が報告されています。これには感染症発生動向調査の定点およびそ
の他の医療機関、保健所等で採取された検体から検出された病原体の情報が含まれています。週
別の報告数は、病原体が分離・検出された検体の採取日による週ごとの報告数です。地域別の報告
数は、その地域に所在する地研からの総報告数を都道府県別に示しています。



EV71の他に手足口病患者から検出されているエンテロウイルスは、A群コクサッキーウイルス
（CA）16型9件（山形県6件、神奈川県2件、愛媛県1件）、CA6型2件（神奈川県）、CA4型1件（大
阪府）、CA5型1件（島根県）が報告されている。
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◆ヒトから検出されているVero毒素産生性大腸菌　2010年
2010年第1～22週までの検出総数は146件で、第9～10週に山形県の老人ホームでの集団発

生からO111（VT1）が7件検出されている。第3週に大阪府でインドネシアへの渡航者、第6週に
千葉県でニュージーランドへの渡航者各1例からO157が検出されている。

2009年1～6月にO157が23都道府県から87件、O26が11府県から29件、その他の血清型が15
都道府県から32件（このうち、O91が9道府県から12件、O111が山形県から7件）報告されてい
る。
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◆インフルエンザウイルス 2009/10シーズン
AH1pdmは2010年第4週以降減少し、第12週以降は少数の報告となっている。

直近の2010年第18～22週の5週間ではAH1pdmが鹿児島県9件、山形県、長野県各8件、神
奈川県5件、埼玉県、千葉県各3件など17府県から50件、AH3亜型が5県から9件（島根県5件、
群馬県、埼玉県、神奈川県、広島県各1件）、B型はビクトリア系統株が7府県から29件［愛知県
11件（前号14ページ「速報」参照）、三重県8件、広島県4件、熊本県3件、神奈川県、新潟県、大
阪府各1件］、系統不明株が3県から5件（栃木県、奈良県各2件、福岡県1件）報告されている。
AH1pdm（50件）は分離・検出例全体（93件）の54%を占めている。

インフルエンザウイルス分離・検出速報は http://idsc.nih.go.jp/iasr/influ.html を参照ください。
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速報

◆日本のHIV感染者・AIDS患者の状況
（平成21年12月28日～平成22年3月28日）

平成22年5月27日
厚生労働省健康局疾病対策課

第121回エイズ動向委員会委員長コメント

＜平成22年第1四半期＞

【概要】
1. 今回の報告期間は2009（平成21）年12月28日～2010（平成22）年3月28日までの約3か月。
2. 新規HIV感染者報告数は227件（前回報告244件、前年同時期249件）で、過去15位。その

うち男性207件、女性20件で、男性は前回（235件）および前年同時期（235件）より減少、女
性は前回（9件）および前年同時期（14件）より増加。

3. 新規AIDS患者報告数は94件（前回報告84件、前年同時期124件）で、過去15位。そのうち
男性91件、女性3件で、男性は前回（80件）より増加しているが、前年同時期（124件）より減
少。女性は前回（4件）および前年同時期（8件）より減少。

4. 感染者とAIDS患者を合わせた新規報告数は321件で過去15位。

【感染経路・年齢等の動向】
1. 新規HIV感染者：

○同性間性的接触によるものが156件（全HIV感染者報告数の約69%）、そのうち148件が日
本国籍男性。

○異性間性的接触によるものが50件（全HIV感染者報告数の約22%）、そのうち男性36件、
女性14件。

○年齢別では、特に20～30代が多い。

2. 新規AIDS患者：
○同性間性的接触によるものが48件（全AIDS患者報告数の約51%）。
○異性間性的接触によるものが26件（全AIDS患者報告数の約28%）、そのうち男性25件、

女性1件。
○年齢別では、特に30代以上に多い。

【検査・相談件数の概況（平成22年1月～3月）】
1. 保健所におけるHIV抗体検査件数（速報値）は23,664件（前年同時期37,641件）、自治体が

実施する保健所以外の検査件数（速報値）は5,791件（前年同時期8,188件）。保健所等にお
ける相談件数（速報値）は38,035件（前年同時期58,200件）。前年同時期に比べ、抗体検査
件数・相談件数ともに大幅に減少。
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【献血の概況（平成22年1月～3月）】
1. 献血件数（速報値）は1,316,019件（前年速報値1,299,689件）。
2. そのうちHIV抗体・核酸増幅検査陽性件数（速報値）は14件（前年速報値28件）。10万件当

たりの陽性件数（速報値）は1.064件（前年速報値2.154件）。

＜まとめ＞

1. 自治体が実施するHIV抗体検査件数、保健所等における相談件数はいずれも前回、前年
同時期と比較して減少した。

2. 新規HIV感染者は前回と比較して減少し、新規AIDS患者は前回と比較して増加した。感
染者・患者数に占めるAIDS患者報告数の割合は増加した。

3. 感染経路は日本国籍男性の同性間性的接触によるものが引き続き最多である。
4. 引き続きAIDS対策を推進することが重要であり、少なくとも以下の対応を行っていく必要が

ある。
（1）保健所等におけるHIV抗体検査・相談を引き続き推進する。
（2）HIV検査普及週間における各種取組を積極的に利用し、HIV抗体検査の重要性につ

いて広く周知する。
（3）自治体におけるHIV抗体検査の実施情報等を周知する。

（IASR 2010年6月号掲載予定記事）
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感染症の話

************************************
今週はお休みさせていただきます。

「感染症の話」過去の掲載分については
http://idsc.nih.go.jp/idwr/kansen/index.html

でご覧いただけます。
************************************
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読者のコーナー

Q：南アフリカへ、サッカーFIFAワールドカップ（以下ワールドカップ）を観戦しに行きます。南ア
フリカでは、様々な感染症が流行している、とも耳にしますが、どのようなことに気をつけたら良
いでしょうか？

●南アフリカ旅行での感染症予防
旅行者が、旅行先で何らかの感染症にかかってしまうリスクは、その旅行先、旅行期間、旅

行の内容によって異なってきます。例えば、南アフリカで2週間以上滞在し、サッカー観戦の合
間に、内陸方面への滞在やサファリパークへの訪問を予定している旅行者と、現地には滞在せ
ず、機中泊のみでサッカー観戦だけをしてくる旅行者とでは、感染症のリスクは全く同じではあ
りません。

ここでは、比較的短期（2週間未満）の旅行期間で、サッカー会場周辺を訪れる旅行者を想
定し、注意点をお答えします。なお、南アフリカの現状について、多くは南アフリカ国立伝染病
研究所（National Institute for Communicable Diseases）による、ワールドカップ観戦のための旅行
者向けガイド（http://www.nicd.ac.za/、日本語訳は検疫所のHP http://www.forth.go.jp/12_news/
2010/0510.html で入手可能です）を引用しています。

1．感染の機会が最も多い感染症
・感染性胃腸炎：多くの発展途上国への旅行と同様、旅行者がかかる感染症のなかでは、最
も頻度が高いです（1）。生もの・生水や十分に加熱されていない食品を口にしない、という原
則を守りましょう。ただし、スーパーマーケットやレストラン、認可されたファストフード店で販売
されている食品（肉、青果物、乳製品）は一般的に安全と考えられています。しかし、街頭の
出店や、公式に認可されていない店で提供されている食品には十分な注意が必要です。水
道水などの生水を飲まないようにしましょう。

2．現在流行中、または通常流行シーズンをむかえる感染症
・インフルエンザ：南アフリカにおける、インフルエンザの流行シーズンは、通常6月～9月とされ
ています。6月11日現在、B型インフルエンザが少数報告されているようですが、ワールドカッ
プ開催中に流行がはじまる可能性もあり、その場合には流行の中心は新型インフルエンザと
推測されています（2）。試合観戦という「人ごみ」のなかでは、感染のリスクも低くはありません。
喘息などの持病がある旅行者は、かかりつけ医へワクチンの必要性について相談するとよい
でしょう。

・麻疹（はしか）：南アフリカにおける麻疹流行は、メイン会場のあるヨハネスブルグが所在す
るGauteng州を中心に2009年の後半から始まり、では、2009年1月以降2010年3月までに、国
内9つ全ての州から15,520名に上る麻疹患者が報告されています（2）。患者数が2回目のピー
クを迎えた2010年3月以降、患者数そのものは徐々に減少の傾向がありますが、5月中旬でま
だ全ての州から合計200名程度の患者が報告されています。麻疹はインフルエンザと比較し
ても感染力が強いので、旅行前に2回の麻疹ワクチン接種が完了していることが望まれます。
過去に一度も麻疹に対する予防接種を受けたことがなく、かかったこともない方は、渡航前
に必ず、最低1回、可能であれば2回の麻疹の予防接種を受けるようにしましょう。発症予防
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レベルの免疫を獲得するには本来は2週間程度必要なことから、余裕をもった接種スケジュ
ールを組むことが重要です。

3．南アフリカでは常時発生している感染症
・A型肝炎：清潔な上下水設備が整っていない国・地域では、水を介して感染する頻度が多い
ですが、そのほかに魚介類の摂取、性行為でも感染します。生もの・生水を口にしない、とい
う一般的な注意に加え、2週間以上の長期滞在を予定している場合にはワクチン接種につい
て検討するのもよいでしょう。

・狂犬病：狂犬病ウイルスに感染している哺乳類（南アフリカにおいては、犬の他、マングース、
猫、牛、オオミミギツネなど）に咬まれることで感染します。むやみに動物に近づかないように
しましょう。感染し発病した場合には効果的な治療はなく、100%の致死率です。万が一、動
物に咬まれた場合には、速やかに現地の医療機関へ受診し、傷の処置とともに狂犬病ワクチ
ンを接種して下さい（曝露後ワクチン接種）。

・性行為感染症〔エイズ（後天性免疫不全症候群）、淋病など〕：南アフリカでは、15～49歳の
女性の出産前検査において、29%がエイズウイルスに対する抗体が陽性だったという報告が
あります。その他、通常の治療に用いられる抗菌薬に耐性を示す淋菌がまん延しています。
不特定のパートナーと性行為をしない、コンドームの使用などの予防策を心がけてください。

そのほかに結核も多く、髄膜炎菌性髄膜炎も流行期に入っています（ただし、現在散発的に
患者が発生していますが、昨年に比べて多くはありません）。マラリアの流行している地域は、
試合会場とは離れた地域（ジンバブエ、モザンビーク、スワジランドとの国境付近）にあるので、
観戦だけの旅行ならリスクは低いでしょう。これまでに述べたいずれの感染症に関しても、重要
なことは南アフリカ滞在中、移動の機内、帰国後のいずれの場合にも体調に変化がみられたら、
すぐに医療機関を受診することです。国内の医療機関を受診する場合には、南アフリカで滞在
した場所や期間も担当医へ告げるようにしてください。

【参考文献】
（1）Centers for Disease Control and Prevention. CDC Health Information for International Travel

2010. Atlanta: U.S. Department of Health and Human Services, Public Health Service, 2009.
（2）National Institute for Communicable Diseases. Measles Outbreak Update.

http://www.nicd.ac.za/measles_out/measles_current.pdf
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グラフ総覧（22週）
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22週のデータ 注）表中の報告数は6月9日集計分であり、その後の報告は次週以降の累積に反映されます。
新型インフルエンザは掲載していません。

報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

エボラ出血熱 クリミア 痘そう 南米出血熱 ペスト マールブルグ病 ラッサ熱 急性灰白髄炎 結　核
・コンゴ出血熱

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - - - - - - - 1 345 9765

- - - - - - - - - - - - - - - - 12 309

- - - - - - - - - - - - - - - - 7 105

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 70

- - - - - - - - - - - - - - - - 4 102

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 76

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 67

- - - - - - - - - - - - - - - - 6 115

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 175

- - - - - - - - - - - - - - - - 7 120

- - - - - - - - - - - - - - - - - 86

- - - - - - - - - - - - - - - - 23 450

- - - - - - - - - - - - - - - - 25 584

- - - - - - - - - - - - - - - - 48 1644

- - - - - - - - - - - - - - - - 19 702

- - - - - - - - - - - - - - - - 8 142

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 55

- - - - - - - - - - - - - - - - 4 92

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 59

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 37

- - - - - - - - - - - - - - - - 4 70

- - - - - - - - - - - - - - - - 11 195

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 247

- - - - - - - - - - - - - - - - 34 768

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 137

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 103

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 189

- - - - - - - - - - - - - - - - 10 474

- - - - - - - - - - - - - - - 1 17 373

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 120

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 97

- - - - - - - - - - - - - - - - - 25

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 62

- - - - - - - - - - - - - - - - 4 117

- - - - - - - - - - - - - - - - 7 218

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 85

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 77

- - - - - - - - - - - - - - - - 2 61

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 125

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 58

- - - - - - - - - - - - - - - - 15 377

- - - - - - - - - - - - - - - - 7 75

- - - - - - - - - - - - - - - - 3 154

- - - - - - - - - - - - - - - - - 116

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 88

- - - - - - - - - - - - - - - - 5 76

- - - - - - - - - - - - - - - - 9 162

- - - - - - - - - - - - - - - - 1 126
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

ジフテリア 重症急性 鳥インフル コレラ 細菌性赤痢 腸管出血性 腸チフス パラチフス Ｅ型肝炎
呼吸器症候群* エンザ（H5N1) 大腸菌感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - 4 4 75 92 594 - 12 - 10 - 28

- - - - - - - - - 2 - 37 - - - - - 9

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 6 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 5 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 4 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 12 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 1 2 - - - - - -

- - - - - - - 1 - 1 1 8 - 1 - - - -

- - - - - - - - - 1 1 5 - - - - - -

- - - - - - - - - - 1 11 - - - - - 1

- - - - - - - 1 - 1 7 18 - - - - - -

- - - - - - - - - 6 1 17 - 1 - - - 1

- - - - - - - 1 1 32 2 52 - 2 - 2 - 5

- - - - - - - - - 6 - 21 - 2 - 1 - 1

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - 1

- - - - - - - - - - - 4 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 15 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 4 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - 1

- - - - - - - - - 1 - 2 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 1 4 - - - 1 - -

- - - - - - - - - 1 - 5 - - - - - -

- - - - - - - - - 2 - 28 - - - - - -

- - - - - - - - 2 3 54 56 - - - - - 1

- - - - - - - - 1 1 - 3 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 11 - - - 2 - 2

- - - - - - - - - 2 1 36 - 1 - 2 - -

- - - - - - - - - 2 2 43 - 2 - - - 1

- - - - - - - - - - - 2 - 1 - - - -

- - - - - - - - - 1 2 7 - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - 5 - - - - - -

- - - - - - - - - - 1 11 - - - - - -

- - - - - - - - - 2 6 23 - - - 1 - 1

- - - - - - - - - 1 2 25 - 1 - - - -

- - - - - - - - - - 1 4 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - - - 2 - - - - - 1

- - - - - - - - - - - 1 - - - - - -

- - - - - - - - - 6 3 40 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 2 - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - 6 - - - - - -

- - - - - - - - - - 2 24 - - - - - 1

- - - - - - - - - - 1 3 - - - 1 - -

- - - - - - - - - - 1 12 - - - - - 1

- - - - - - - - - - 1 8 - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - 7 - - - - - 1

*病原体がSARSコロナウイルスであるものに限る。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

ウエストナイル熱 Ａ型肝炎 エキノコックス症 黄　熱 オウム病 オムスク出血熱 回帰熱 キャサヌル Ｑ 熱
森林病

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - 4 227 - 2 - - - 2 - - - - - - - -

- - - 1 - 2 - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 12 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 5 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 31 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 9 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 7 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 6 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 5 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 7 - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 5 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 9 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 14 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 24 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 4 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 29 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 5 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 4 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - 3 - - - - - - - - - - - - - -

- - 1 13 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

狂犬病 コクシジ サル痘 腎症候性出血熱 西部ウマ脳炎 ダニ媒介脳炎 炭　疽 つつが虫病 デング熱
オイデス症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - - - - - - 9 72 1 50

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - 1 2 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - 1 8 - 2

- - - - - - - - - - - - - - 1 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - 4 12 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - 1 3 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 2 - 5

- - - - - - - - - - - - - - - 4 1 14

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - 1 7 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 6

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 7

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 5 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - - - - - - - - - - - - - 3 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - 3 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - 2 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - 2

- - - - - - - - - - - - - - - 1 - -

- - - - - - - - - - - - - - - 8 - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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- - - - - - 1 14 - - - - - - - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - - - - - 2 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 2 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - 1 2 - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - 4 - - - - - - - - - -

- - - - - - - 1 - - - - - - - - - -

報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

東部ウマ脳炎 鳥インフルエンザ* ニパウイルス 日本紅斑熱 日本脳炎 ハンタウイルス Ｂウイルス病 鼻　疽 ブルセラ症
感染症 肺症候群

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

*鳥インフルエンザ（H5N1）を除く。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

ベネズエラ ヘンドラウイルス 発しんチフス ボツリヌス症 マラリア 野兎病 ライム病 リッサウイルス リフトバレー熱
ウマ脳炎 感染症 感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - 24 - - - 3 - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 9 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 4 - - - - - - - -

- - - - - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 1 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

類鼻疽 レジオネラ症 レプトスピラ症 ロッキー山 アメーバ赤痢 ウイルス性肝炎* 急性脳炎** クリプト クロイツフェルト
紅斑熱 スポリジウム症 ・ヤコブ病

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- 2 11 215 1 2 - - 12 330 - 80 1 102 - 4 2 57

- - - 4 - - - - - 5 - - - - - 2 - 5

- - - - - - - - - 2 - 2 - 1 - - - 1

- - - 6 - - - - - 2 - - - - - - - 1

- - - 2 - - - - - 4 - 1 - 1 - - - 1

- - - 4 - - - - - 1 - - - 2 - - - -

- - - 2 - - - - - 3 - 1 - 1 - - - -

- - - 3 - - - - - 4 - - - - - - 1 3

- - 1 6 - - - - - 4 - 2 - 4 - - - 2

- - - 5 - - - - - - - 4 - 2 - - - -

- - - 3 - - - - - 6 - - - 1 - - 1 1

- - 2 10 - - - - - 17 - 2 - 4 - - - 2

- - - 6 - - - - - 21 - - - 16 - - - 1

- 1 - 14 - 1 - - 7 70 - 17 - 7 - 1 - 6

- 1 - 8 - - - - 2 37 - 5 - 3 - - - 3

- - - 10 - - - - - 2 - - - 6 - - - -

- - 1 9 - - - - - 1 - 1 - 4 - - - 1

- - - 8 - - - - - - - 1 - 1 - - - 1

- - - 2 - - - - - 2 - - - 1 - - - -

- - - 3 - - - - - 1 - - - - - - - -

- - 1 7 1 1 - - - 4 - - - 2 - - - -

- - 1 4 - - - - - 3 - - - - - - - 2

- - 1 7 - - - - - 6 - - - 1 - - - 2

- - 1 8 - - - - - 22 - 6 - 5 - - - 4

- - 1 1 - - - - - 2 - 2 - 1 - 1 - 1

- - - - - - - - - 3 - - - - - - - 1

- - - 7 - - - - - 11 - 1 - 5 - - - -

- - - 18 - - - - 1 27 - 5 1 11 - - - 4

- - 2 10 - - - - 1 12 - 8 - 3 - - - 1

- - - - - - - - - 4 - 1 - - - - - -

- - - 3 - - - - - 2 - - - 2 - - - -

- - - 1 - - - - - 4 - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 1

- - - 9 - - - - - 4 - 3 - 1 - - - 1

- - - 5 - - - - - 9 - 2 - 2 - - - 3

- - - 1 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - 4 - - - - 1 2 - - - - - - - 1

- - - 1 - - - - - 1 - - - - - - - 1

- - - 2 - - - - - 1 - 2 - - - - - 1

- - - 5 - - - - - 18 - 3 - 1 - - - 1

- - - - - - - - - - - - - - - - - 2

- - - 2 - - - - - 2 - - - - - - - -

- - - 5 - - - - - 5 - - - - - - - 1

- - - 2 - - - - - 2 - 2 - - - - - 1

- - - 1 - - - - - 1 - 6 - 5 - - - -

- - - 5 - - - - - - - 1 - 6 - - - 1

- - - 2 - - - - - 1 - 2 - 3 - - - -

*E型肝炎およびA型肝炎を除く。
**ウエストナイル脳炎、西部ウマ脳炎、ダニ媒介脳炎、東部ウマ脳炎、日本脳炎、ベネズエラウマ脳炎およびリフトバレー熱を除く。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

劇症型溶血性 後天性免疫不全 ジアルジア症 髄膜炎菌性 先天性風しん 梅　毒 破傷風 バンコマイシン耐性 バンコマイシン耐性
レンサ球菌感染症 症候群 髄膜炎 症候群 黄色ブドウ球菌感染症 腸球菌感染症

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

2 52 14 580 2 34 - 4 - - 6 227 3 37 - - 1 43

- - - 7 - - - - - - - 3 - 1 - - - 3

- - - 1 - 1 - - - - - - - - - - - -

- 1 - 1 - - - - - - - - - 2 - - - -

- - - 3 - 1 - - - - - 8 - - - - - -

- - - 1 - - - - - - - 1 - - - - - -

- 1 - - - - - - - - - - - 1 - - - 2

- - - 6 - - - - - - - 3 - - - - - -

- 1 - 8 - - - - - - - 5 - - - - - 1

- - - 3 - - - - - - - 3 - - - - - -

- 1 - 4 - - - - - - - 3 - 2 - - - -

- 5 - 14 - 2 - - - - - 11 - - - - - 1

- 4 - 21 - - - - - - - 12 - 4 - - - -

1 8 7 192 1 7 - - - - 3 63 - 2 - - - 7

- 5 1 24 - 4 - 1 - - - 4 1 2 - - 1 8

- 2 - 1 1 1 - - - - - 1 - 1 - - - 1

- - - 2 - - - - - - - 1 - - - - - -

- 1 - 3 - - - - - - - 2 - - - - - -

- 1 - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 1 - 5 - - - - - - - 1 - 2 - - - -

- - - 5 - 1 - - - - - 2 - 1 - - - 2

- 2 - 11 - - - - - - - 12 - 1 - - - 2

- 4 1 50 - 1 - 1 - - 2 29 - 2 - - - 1

- 2 - 4 - - - - - - 1 2 - 1 - - - -

- - - 1 - - - - - - - 4 - - - - - -

- 1 - 13 - - - - - - - 3 - - - - - -

- 3 2 105 - 2 - - - - - 18 - 2 - - - 3

- 2 1 14 - 2 - 1 - - - 3 - - - - - -

- - - 4 - - - - - - - 1 - - - - - 1

- - - 3 - - - - - - - 2 - 1 - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - 1 1 - - - -

- 1 - 7 - 1 - - - - - 3 - 1 - - - 1

- - 2 14 - 2 - - - - - 3 - - - - - -

1 1 - 1 - 4 - - - - - - - 1 - - - 2

- 1 - 4 - - - - - - - - - 1 - - - -

- 1 - 2 - 1 - - - - - 1 - - - - - -

- - - 2 - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- 2 - 21 - 2 - - - - - 11 - - - - - 4

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - 1 - 1 - - - - - 1 - 1 - - - -

- - - 4 - - - - - - - 5 - - - - - 3

- 1 - 4 - - - - - - - 1 - 1 - - - -

- - - 2 - - - - - - - 4 - 3 - - - -

- - - 4 - - - - - - - 1 1 2 - - - -

- - - 6 - 1 - 1 - - - - - 1 - - - 1
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

風しん 麻しん

報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

3 43 8 227

- - - 4

- - - 3

- - - 4

- - - 2

- - - -

- - - 2

- - - 1

- 1 - 5

- - - 3

- 1 - 1

- 2 - 11

- 4 1 22

- 10 2 33

- 2 2 49

- - - 1

- - - -

- - - -

- - - 3

- - - 2

- - - 2

- - - 5

- - - 4

- 3 - 8

- - - 1

1 5 - -

- - 1 9

1 3 1 18

- 3 1 7

- - - 2

- 1 - 1

- - - 2

- - - -

- 2 - 2

- 2 - 5

- - - 1

- - - -

- - - -

- - - 1

- - - -

- 2 - 7

- - - 2

- - - -

- - - 1

- - - -

- - - 1

1 2 - 2

- - - -
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報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

インフルエンザ* 咽頭結膜熱 Ａ群溶血性 感染性胃腸炎 水　痘 手足口病 伝染性紅斑 突発性発しん 百日咳
レンサ球菌咽頭炎

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

538 0.11 977 0.32 5596 1.85 21792 7.19 6002 1.98 5415 1.79 1867 0.62 1687 0.56 214 0.07

33 0.14 45 0.31 374 2.62 712 4.98 288 2.01 36 0.25 31 0.22 51 0.36 3 0.02

- - 14 0.33 22 0.52 166 3.95 78 1.86 21 0.50 51 1.21 19 0.45 - -

28 0.44 19 0.48 52 1.30 152 3.80 77 1.93 18 0.45 5 0.13 13 0.33 - -

1 0.01 27 0.47 131 2.30 470 8.25 135 2.37 80 1.40 37 0.65 40 0.70 - -

- - 18 0.51 41 1.17 180 5.14 28 0.80 30 0.86 36 1.03 11 0.31 - -

26 0.54 7 0.23 153 5.10 231 7.70 79 2.63 41 1.37 39 1.30 22 0.73 - -

17 0.21 12 0.25 36 0.75 433 9.02 87 1.81 40 0.83 33 0.69 28 0.58 2 0.04

3 0.03 36 0.48 117 1.56 271 3.61 86 1.15 29 0.39 18 0.24 32 0.43 7 0.09

- - 4 0.09 40 0.85 272 5.79 47 1.00 44 0.94 11 0.23 36 0.77 17 0.36

- - 15 0.25 74 1.21 439 7.20 92 1.51 78 1.28 8 0.13 35 0.57 1 0.02

18 0.07 71 0.45 577 3.63 1279 8.04 315 1.98 136 0.86 172 1.08 103 0.65 10 0.06

6 0.03 24 0.19 396 3.07 1004 7.78 289 2.24 81 0.63 187 1.45 73 0.57 27 0.21

24 0.08 54 0.37 335 2.28 1092 7.43 264 1.80 117 0.80 114 0.78 74 0.50 30 0.20

30 0.09 35 0.17 426 2.10 1374 6.77 403 1.99 137 0.67 307 1.51 139 0.68 24 0.12

5 0.05 20 0.33 200 3.28 659 10.80 177 2.90 65 1.07 78 1.28 27 0.44 1 0.02

- - 9 0.31 58 2.00 254 8.76 60 2.07 19 0.66 11 0.38 8 0.28 - -

4 0.08 23 0.79 111 3.83 235 8.10 75 2.59 56 1.93 8 0.28 9 0.31 - -

4 0.13 4 0.18 68 3.09 303 13.77 45 2.05 104 4.73 39 1.77 8 0.36 1 0.05

3 0.08 4 0.17 36 1.50 120 5.00 28 1.17 4 0.17 32 1.33 7 0.29 - -

16 0.18 9 0.16 146 2.65 609 11.07 158 2.87 19 0.35 36 0.65 20 0.36 4 0.07

22 0.25 15 0.28 42 0.79 207 3.91 68 1.28 36 0.68 13 0.25 33 0.62 3 0.06

4 0.03 20 0.23 107 1.24 524 6.09 160 1.86 153 1.78 43 0.50 49 0.57 1 0.01

25 0.13 40 0.22 289 1.61 1220 6.78 358 1.99 330 1.83 24 0.13 99 0.55 7 0.04

18 0.25 18 0.40 58 1.29 406 9.02 86 1.91 147 3.27 58 1.29 37 0.82 2 0.04

- - 24 0.75 32 1.00 177 5.53 58 1.81 66 2.06 8 0.25 9 0.28 3 0.09

24 0.19 4 0.05 78 1.04 539 7.19 153 2.04 214 2.85 12 0.16 23 0.31 - -

7 0.02 59 0.30 339 1.72 1570 7.97 365 1.85 543 2.76 87 0.44 98 0.50 6 0.03

14 0.07 31 0.24 194 1.50 1144 8.87 272 2.11 532 4.12 77 0.60 66 0.51 8 0.06

- - 9 0.26 48 1.37 261 7.46 30 0.86 61 1.74 3 0.09 11 0.31 4 0.11

- - 3 0.10 16 0.52 210 6.77 52 1.68 98 3.16 10 0.32 16 0.52 - -

- - 5 0.26 60 3.16 137 7.21 25 1.32 69 3.63 1 0.05 10 0.53 - -

2 0.05 9 0.39 27 1.17 224 9.74 38 1.65 36 1.57 2 0.09 15 0.65 1 0.04

12 0.14 10 0.19 60 1.11 407 7.54 84 1.56 68 1.26 5 0.09 20 0.37 - -

18 0.16 67 0.93 80 1.11 451 6.26 121 1.68 183 2.54 8 0.11 47 0.65 15 0.21

82 1.17 11 0.22 138 2.82 307 6.27 100 2.04 449 9.16 - - 32 0.65 2 0.04

1 0.03 5 0.21 17 0.71 176 7.33 32 1.33 12 0.50 - - 9 0.38 - -

2 0.04 11 0.39 48 1.71 284 10.14 60 2.14 63 2.25 - - 21 0.75 - -

- - 11 0.30 30 0.81 289 7.81 106 2.86 306 8.27 8 0.22 21 0.57 1 0.03

1 0.02 3 0.10 14 0.47 213 7.10 58 1.93 137 4.57 5 0.17 21 0.70 2 0.07

15 0.08 52 0.43 212 1.77 803 6.69 316 2.63 159 1.33 126 1.05 105 0.88 11 0.09

4 0.10 14 0.61 28 1.22 80 3.48 72 3.13 9 0.39 11 0.48 16 0.70 - -

25 0.36 11 0.25 38 0.86 196 4.45 109 2.48 30 0.68 58 1.32 26 0.59 3 0.07

16 0.20 20 0.42 45 0.94 337 7.02 80 1.67 74 1.54 27 0.56 31 0.65 2 0.04

2 0.03 26 0.72 63 1.75 489 13.58 58 1.61 171 4.75 19 0.53 37 1.03 1 0.03

- - 15 0.42 47 1.31 383 10.64 124 3.44 165 4.58 1 0.03 41 1.14 3 0.08

8 0.09 33 0.60 77 1.40 403 7.33 128 2.33 143 2.60 7 0.13 18 0.33 1 0.02

18 0.31 1 0.03 16 0.47 100 2.94 78 2.29 6 0.18 1 0.03 21 0.62 11 0.32

*鳥インフルエンザを除く。
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報告数・定点当り報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

ヘルパンギーナ 流行性耳下腺炎 急性出血性 流行性角結膜炎 細菌性髄膜炎* 無菌性髄膜炎 マイコプラズマ クラミジア RSウイルス
結膜炎 肺　炎 肺　炎 感染症

報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数　定点当り 報告数

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

2930 0.97 4709 1.55 8 0.01 439 0.65 10 0.02 25 0.05 228 0.50 9 0.02 241

31 0.22 320 2.24 - - 12 0.41 - - - - 11 0.48 - - 41

6 0.14 44 1.05 - - 8 0.73 - - - - 18 3.00 - - 17

33 0.83 67 1.68 - - 5 0.36 - - - - 6 0.32 - - 17

28 0.49 53 0.93 - - 7 0.58 - - - - 21 1.75 - - 4

69 1.97 7 0.20 1 0.14 1 0.14 - - - - - - - - -

3 0.10 42 1.40 - - 1 0.13 1 0.10 - - 4 0.40 1 0.10 -

11 0.23 162 3.38 - - 4 0.33 - - 1 0.14 10 1.43 1 0.14 12

17 0.23 119 1.59 - - 17 1.00 - - - - 8 0.62 - - 1

28 0.60 45 0.96 - - 11 0.92 - - - - 2 0.29 - - 2

15 0.25 69 1.13 - - 17 1.13 - - 5 0.63 11 1.38 - - 5

123 0.77 363 2.28 2 0.05 10 0.24 - - 1 0.11 35 3.89 - - 4

103 0.80 253 1.96 2 0.06 13 0.41 - - - - - - - - 4

148 1.01 142 0.97 2 0.05 20 0.51 - - - - 8 0.33 - - 4

273 1.34 380 1.87 - - 41 0.98 - - 1 0.14 2 0.29 - - 9

11 0.18 62 1.02 - - 7 0.78 - - - - 1 0.08 2 0.17 18

7 0.24 76 2.62 1 0.14 2 0.29 - - - - 6 1.20 - - 3

15 0.52 114 3.93 - - 4 0.57 1 0.20 - - 4 0.80 - - 5

13 0.59 34 1.55 - - - - 1 0.17 - - - - - - 3

6 0.25 7 0.29 - - 3 0.33 - - - - - - 1 0.10 -

68 1.24 85 1.55 - - 5 0.45 - - 1 0.09 4 0.36 - - -

9 0.17 13 0.25 - - 3 0.27 - - - - 3 0.60 - - 1

34 0.40 190 2.21 - - 14 0.70 - - - - 6 0.67 - - 1

197 1.09 187 1.04 - - 9 0.27 1 0.06 - - 2 0.13 1 0.06 4

60 1.33 25 0.56 - - 3 0.25 2 0.22 1 0.11 3 0.33 - - 2

44 1.38 44 1.38 - - 1 0.13 1 0.14 - - 4 0.57 - - 1

26 0.35 103 1.37 - - 8 0.44 - - - - - - - - 3

276 1.40 325 1.65 - - 35 0.69 - - 1 0.07 14 0.93 1 0.07 22

177 1.37 190 1.47 - - 12 0.34 - - 3 0.38 1 0.13 - - 3

44 1.26 48 1.37 - - - - - - 1 0.17 - - - - -

66 2.13 78 2.52 - - - - - - - - 1 0.09 - - 1

31 1.63 8 0.42 - - - - - - - - - - - - -

10 0.43 23 1.00 - - 1 0.33 - - - - - - - - 7

13 0.24 49 0.91 - - 6 0.50 1 0.20 - - 1 0.20 - - -

47 0.65 141 1.96 - - 27 1.42 - - - - 4 0.19 - - 3

19 0.39 145 2.96 - - - - 1 0.11 - - 3 0.33 - - 1

52 2.17 30 1.25 - - 2 0.50 - - - - - - - - -

25 0.89 31 1.11 - - 5 1.67 - - - - - - - - 1

50 1.35 22 0.59 - - 15 1.88 - - 1 0.17 6 1.00 - - 6

60 2.00 7 0.23 - - 2 0.67 - - 1 0.14 2 0.29 1 0.14 -

290 2.42 219 1.83 - - 21 0.81 - - - - 1 0.07 - - 9

43 1.87 10 0.43 - - 1 0.25 - - - - 7 1.17 - - -

28 0.64 18 0.41 - - 6 0.75 - - 2 0.17 1 0.08 - - 1

63 1.31 62 1.29 - - 16 1.78 1 0.07 2 0.13 1 0.07 - - 2

38 1.06 73 2.03 - - 14 2.80 - - - - 2 0.18 - - -

141 3.92 93 2.58 - - 17 2.83 - - 1 0.14 - - - - 3

69 1.25 48 0.87 - - 5 0.71 - - - - 4 0.33 - - 16

10 0.29 83 2.44 - - 28 2.80 - - 3 0.43 11 1.57 1 0.14 5

*髄膜炎菌性髄膜炎は除く。



Ministry of Health, Labour and Welfare / National Institute of Infectious Diseases 38

Infectious Diseases Weekly Report Japan 2010年 第22週（5月31日～6月6日）：通巻第12巻 第22号

獣医師が届出を行う感染症と対象動物　
報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

エボラ出血熱 マールブルグ病 ペスト 重症急性呼吸器症候群（SARS） 結　核 鳥インフルエンザ（H5N1） 細菌性赤痢

サル サル プレーリードッグ イタチアナグマ タヌキ ハクビシン サル 鳥類 サル

報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県

- - - - - - - - - - - - - - - - - 17

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - 15

- - - - - - - - - - - - - - - - - -

- - - - - - - - - - - - - - - - - -
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注）報告数は感染実験等の学術的研究による発生を除く。
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報告数・累積報告数，疾病・都道府県別 2010年22週

ウエストナイル熱 エキノコックス症

鳥類 犬

報告数　累積 報告数　累積

総　数

北海道

青森県

岩手県

宮城県

秋田県

山形県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

埼玉県

千葉県

東京都

神奈川県

新潟県

富山県

石川県

福井県

山梨県

長野県

岐阜県

静岡県

愛知県

三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

鳥取県

島根県

岡山県

広島県

山口県

徳島県

香川県

愛媛県

高知県

福岡県

佐賀県

長崎県

熊本県

大分県

宮崎県

鹿児島県

沖縄県
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本週報は、感染症新法に基づくものであり、全国の医
療従事者、定点医療機関、保健所、保健所設置市、特別
区、都道府県、地方衛生研究所、検疫所の皆様のご協力
を得て、国立感染症研究所感染症情報センターにおいて
編集したものです。

また、本週報は速報性を重視しておりますので、今後調
査などの結果に応じて、若干の変更が生じることがありま
すが、その場合には週報上にて訂正させていただきます。
「感染症の話」及び「読者のコーナー」の回答欄の内容

に関する責は、それぞれの執筆者及び回答者に属します
が、内容に関するご質問、ご意見については事務局でお
受けいたします。

なお、週報の内容について、学術的研究、あるいは公
衆衛生活動にかかわる業務以外の目的においては、無断
転載を禁じます。
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